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0本遺跡関係文献で盛岡市教育委員会刊行のものは、r大館11!J遺跡一昭

和51年度発掘謂査報告J r大館遺跡群（大館町遺跡 ・大新11!J遺跡）発掘

調百概報A沼和55~平成元年度 (10冊）、 r大館遺跡辟（大館11!J遺跡）発
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遺 構 記号 遺 構 記号

竪穴住居跡 RA 炉 跡 RF 

建 物 跡 RB 溝 跡 RG 

柱 列 跡 RC 配石・集石 RH 

::t 拡 RD 井 戸 跡 RI 

竪 ハ占 RE そ の 他 RZ 
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大館遺跡群航空写真 (1: 8,000) 

1 . これまでの調査

大館遺跡群は盛岡市の北西部、雫石川北岸の丘陵性

台地（火山灰砂台地）の緑辺部に位置している縄文時

代中期を主体とする 6遺跡を包括したものです。
おおだてつつみ おおだてち ょう だいしんちょう こ や

台地上には西から大館堤・ 大館町・大新町・小屋
づか ぜんくねん たてさか

塚 • 前九年・館坂遺跡ガ立地し、さらに一段下ガつだ

段丘面（上田段丘）にも平安時代から江戸時代までを
いな りちょう さ t・て ごんげんざか あべたて しゅくだみなみ

主体としだ稲荷町・里館・権現坂•安倍館・宿田南な
どの遺跡ガ存在しています。

これらの遺跡の中でも大舘町遺跡は早くから調査ガ

なされ、 BB和20年代後半にはすでに学会などに発表さ

れ、まだ組織的な発掘調査も岩手大学によって昭和31

年ガら数回にわたって実施されてきましだ。その調査

結果はいすれも縄文時代中期 （約4,000~4,500年前）

を中心としだ大規模な集落跡の存在を裏付けるもので、

あびただしい数の住居跡程や多量の土裾•石拐をはじ

めとする遺物ガ発見されています。

まだ一方、台地束側に隣接している大新町遺跡ガら
そう そうき

は、県内でも最古の縄文時代草創期（約10,000年前）

の爪酪笈土裾、早期前葉（約8,000年前）の竪穴住居跡

あよびそれに伴う悼薗笈土祀．紐籍笈土裾ガ多量に出
どこう

土したほガ、中期の土広罪（食料貯蔵穴）や平安時代
たてあな ほったてばしらたてものあ と

末期 (11世紀）の竪穴・掘立柱建物跡なども検出され

ています。

さらに東側に位置する小屋塚遺跡ガらは縄文中期の

住居跡のほか、直径2mを越える大きさの円形の貯蔵

穴郡（フラスコ形土tJli)ガ多数確認されています。

・ 東北本線の束側に広ガる前九年遺跡でも中期の住居

跡ガ点在して検出されだほガ、最近の覇査では早期中
かいがらじょう こんもん

葉（約7,000年前）の貝殻条喪文土裾群や奈良時代（約
どこう ぼ えんけいしゅうこう

1,300年前）の土垢墓あよび円形周溝（酉径4~8m

の円形の溝跡）などガ検出されています。

このように大館遺跡器は台地縁辺郎に縄文時代を中

恥として発展しだ遺跡群で、特に各遺跡に共涌して存

在する中期においては、やはり大館町遺跡ガ中核的な

位置を占め、台地に広がる当時の集落群の中でも拠点

的な性格をもつだ遺跡であると考えられます。

大館町遺跡の平成2年度までの調査成果を総合する

と検出された縄文時代の竪穴住居跡は180余棟竪穴11

棟、掘立柱建物跡3棟、土広110余基などで、ほとんど

ガ中期に所届するものです。
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大館町遺跡第40次調査区全景（南西ガら）

2 • 平成3年度の調査

合年度の大館町遺跡にあいては、5件の個人住宅の

新築・増築工事あよび私迫整備工事にともなう緊急発

掘調査ガ実施されました（第40・41・43次調査）。その

うち国晒補助事業として実施されだのは 3件で、いす

れも対象地ガ隣接するだめ、まとめて第40次調沓とし

て実施されましだ。なおこれに係る調査事業経費は1,000

万円です。

■大館町遺跡第40次調査

□所在地 盛岡市大館町147-10,147-16, 147-18, 

147-19 

口調査期間ー1991年4月8巳~8月31日

口調査面積ー497m'

口検出されだ遺構・遺物

縄文時代ー中期中葉を主体とする竪穴住居跡57棟、

竪穴1棟、掘立柱建物跡2棟、土垢16基

ぁよび前期末葉～中期初頭の遺物包含層

が確認されている。

口概要

大舘町遺跡は盛岡市の北西部、雫石川北岸の火山灰

性台地の南縁辺部に立地しています。今回の調査区は

乗西220m、南北250mの広がりをもつ本遺跡の南西郭

に位置してあり、束西幅13~23m、南北の長さ30mほ

どの範囲であこなわれましだ。調百前は姻として使用

されてあり、耕作のたびにだくさんの土裾片や石裾が

地表面に表れ、採集することガできました。

発掘調査はその耕作土の除去作業から始まり、地表

下30cmほどで竪穴住居跡の輔郭を知ることガでき、住

居跡据は狭い範牲の中に隣接ないし重なり合つだ状態

で多数発見され、長期間にわだって同じ場所に作られ

ていたことガわかりましだ。

またこれらの住居跡の多くは台地上に推積した褐色

の粘土質火山灰土を掘り込んで築かれていますガ、調

査区の南西部からは台地ガ徐々に下りはじめ、その低

地の推積工中からは検出されだ住居跡群より古い時期

の遺物を包蔵する黒褐色の厚い遺物包含層が確認され

ましだ。
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3. 検出されだ遺構

今回の調査では57棟の竪穴住居跡ガ検出されました

ガ、そのうち住居の形ガよくわガるものは半数ぐらい

で、あとは耕作によって削られてしまつだり、当時住

居どうしガ重なり合つて逹られた時、新しい家に古い

ものは壊されてしまうだめ、壁や床面の一部だけガ残

って確認されだようなものもあります。

発掘されだ竪穴住居跡は形や大きさなどで分類する

と次のようになります。

①ほぼ円形で、直径4~6mぐらいのもの

⑫ほぽ円形で、直径3m以内の小形のもの

◎楕円形で、長軸4~6mぐらいのもの

＠楕円形で、長軸7m以上の大形のもの

◎隅丸方形で一辺4mをはガり、掘り込みの深いもの

R隅丸万形で、長軸5~7.5mくらいのもの
だいぎ

出土しだ土祀ガら住居跡は中期中葉の大木Sa~Sb式

期のものが主体となっており、古い段階の大木Sa式の

ものでは長万形～隅丸長方形を璽調としだRA2313・

2372・2380などがあります。次の段階の大木Sb式にな

るにつれて数は増大し、形も長方形ガら円形～楕円形

へと変化し、大きさでは適常規模のRA2362・2368、大

形のRA2371、小形のRA2364などいろいろな形態の住

居ガ出現してきます。

■盛岡周辺で検出される縄文時代中期の竪穴住居跡は、出土する土溺を

分類することにより、大木7式ガら大木10式の4段階に大別され、さ

らに7式は2段階 C7a・7b)、8式は5段賭 csa-1・sa-2・Bb-1・

Bb-2・Sb-3)、9式は2段階 C9a・9b)、10式は 2段階 C10a・10b)

に細分されています。

馨

@ 

◎大木7b式期

◎ 大木Sb'...1式期

CD大木Sa-2式期

1 : 300 IO m 

隅丸方形の住居 CRA2342・大木Sa-2式期）

Ba 甲
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時期別配置図

4. 密集する住居群

上函は検出されだ遺構で所鷹特期ガ判明しだ40棟余

りのものについて時期別に整理区分したものです。

在図は今回の調査で最も古い段階の大木7b式からBa

-2式期に属する遺構の配置を示したものです。中央の

掘立柱建物跡を境に南北に分布しますガ、特に台地縁

辺郎にあたる南半部に隅丸長万形・円形～楕円形の住

居跡ガ多く見られます。なお7b式に犀可るRビ2301のよ

うに炉ガなく、柱穴数も少ないものについては、適常

の住居跡とは区別して「籍見と呼んでいます。

中図の大木Bb-1・2式期の段階では、はつきりと南

北に分かれて配置している様子ガわかり、まだ最も棟

数が多いのは、石函の大木Bb-3式期の段階です。調査

区中央郭に密集可る状態で検出され、中でもRA2362・
ろ うめがめ

2368の例では、形・ 規模および炉・埋甕の位置までそ

つくり同じような2棟の住居跡ガ検出されています。

，
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RA2371竪穴住居跡（大木8b-3式痢）

RA2371竪穴住居跡（北西ガら）

遺物出土状況
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5. 住居跡と出土遺物

RA2371は調査区中央からやや南束寄りで検出されだ

住居跡です。形は楕円形で、長軸7.65m、短軸6.4m以

上をはガり、今回の調査で最も大きい住居跡となりま

す。住居の中軸線は北東ー南西方面で、そのうち南乗

側ガ入口と考えられ、石⑪炉はやや北束に位置してい

ます。床面ガらは大小多数の柱穴ガ確認されましだガ、

屋根を支える柱は8本で八角形に配置され、中軸線上

にも籍背肯となる柱穴が検出されています。

まだこの住居跡の床面積は約39m'C12坪）となり、

床面や埋土ガらは大量の遺物ガ検出されています。土

裾では高さガ30cm以下の同一規格吊に近い中～小形の

深鉢ガ多く、完形吊で出土したものもあります。
せきぞく

そのほガ石拒では、狩猟時に使用しだ石鏃（ヤジリ）

をはじめ、苔籠（キリ）や責油（ナイフ）、木を切り怪l
せきふ

しだり、加工に使用されだ石斧、採集した木の実など
いしざら すりいし

を割ったり、すり漬しだりするだめの石皿・磨石など

が出土しています。

出土土器

出土石器



6. 掘立柱建物跡

ほったてばしら

調酉区中央部あよび南半郭で2棟の掘立柱建物跡ガ

検出されています。北側のRB2301は直径1.0~1.3m、

深さ0.7~1.2mほどの大形柱穴61固で構成されており、

これらをつなくと束西方向 CW18'N)の長万形の建物

跡になりま可。規模は東西2間（恰胃7.3m)、南北1
はりま

閻（梁間4.2m)をはガり、断面観察で柱猥跡の太さを

はかると40~50cmほどにもなり、かなり太い柱ガ立て

られていだことガわガります。南側のRB2302はやや小

規模なもので、東西2間 CW2ffN・ 桁行4.7m)、南北

1間（梁閏2.3m)をはガるもので可。これらの掘立柱

建物跡は地面を掘りくぼめだ竪穴住居とは違い、平地

に柱穴だけガ掘られだもので可が、上屋構造（屋根や

床など）についてはまだよくわガつていません。

東日本では縄文時代前期頃から出現し始め、性格に

ついては、計画的な配置で検出されだ紫波町西田遺跡

（縄文中期）や鹿角市大湯のストーンサーク）レ（縄文
そうそうぎれい

後期）などの例では、葬送儀礼にかかわる施設として

考えられています。

柱穴の位置 CRB2301)

7. 炉と埋甕

住居跡内の施設としては、 RA2362・2368で鰭璧tJ発
いしがこい立

見されています。両者とも中軸線上の石囲炉の西側（入
ていぶせんこう

口側）の床面下に倒立（さ力さま）状態で、底郎穿孔

ないし体巫下半を欠いたものガ埋納されだもので、こ
かめかん

れらについては乳幼児の遺骸を埋納しだ甕棺ないし胎

盤を埋納しだ施設と考えられています。

石囲炉と埋甕 CRA2362)

11 
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長方形の住居（大館町遺跡 RA2313・大木8a-2式期）

楕円形の住居（大館暉遺跡 RA2629・大木Sb式期）

壁柱穴をもつ住居（大館町遺跡 RA2624・大木Sb式期）
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8. 住居のかだち

縄文時代の竪穴住居は、当時の自然爛境や社会の変

化に対応して、時代ごとに移り変わってきましだ。

本遺跡に隣接する大新町遺跡ガらは縄文時代早期前

葉（約8,000年前）の押型文期の住居跡ガ3裸確言恩され

ています。これらの住居は隅丸長方形～方形を呈しま

すガ、しつガりとしだ主柱穴は認められず、壁際から

斜めに並べた材で屋根を架けていたようです。まだ、

はつきりとした炉もまだ存在していません。

前期（約6,000年前）に入ると、しつかりとしだ柱穴
ぢしょうろ いしがこいろ

をもち、中央には地床炉•石囲炉などガつくられるよ
うになります。形は長方形ガ多くなり、前期末頃から

は長軸ガ10mを超えるロングハウスと呼ばれる共同作

業場的な性格をもつだ大形住居も出現します。

本遺跡で確言忍される住居跡の多くは中期に属するも

のですガ、大木7式期は少なく、前段階の形を踏襲し

だ長方形ないし隅丸長方形の大木Sa式期、そして 8割

以上が大木Sb式期に相当可るものです。この頃になる

と形・規模ともに種類ガ多くなり、柱穴配置も匿径4

~6mの円形のもので方形配置の4本柱、長軸 7mを

超える楕円形～卵形のものなどでは長軸線上の棟持柱

を含めると五角形配置の5~7本柱、楕円ないし亀甲

（六角形）配置の6~8本柱のものなどもみられます。

また特異なものとしては、適常の住居より掘り込みガ

深く、炉を持たない「竪穴」に近い形で、壁面に斜位

の支柱穴を配置しだ住居跡も検出されています。

卵形の住居（大舘咄遺跡 RA2301・大木Bb-1式期）



長方形・隅丸長方形の住居一

®~® 

ィ
一円形の住居一

極
狂
穴

2
 

地床炉

0 
◎ @ 

◎ 

壁柱穴をもつ住居一

いろいろな住居（大館町遺跡・大新町遺跡）

1. RA6507 3.7mX2.5m 壁柱穴 （早期・押型文期）
2. RA2313 4.7m以上X3.9m 五角形5本柱'? (大木Ba-2式期？）
3. RA2314 5.0m以上X3.5m 七角形7本柱？ （大木Sa-2式期？）
4. RA2372 5.5mX3.5m 五角形7本柱 （大木Saそ式期）
5. RA2102 8.5mX6.5m以上八角形交互8本柱（大木Bb-2式期）

一竪穴

O 1 : 100 2m 

6. RA2301 7.2mX5.2m 八角形8本柱 （大木Sb-2式期）
7. RA2629 4.3mX3.7m 亀甲6本柱 （大木Sb式期）
8. RA2368 5.9mX5.2m 亀甲6本柱 （大木Sb-3式期）
9. RA2624 5.Smx4.5m 石角形5本柱 （大木Sb式期）
10. RE2610 3.5mX3.2m 中軸線上2本柱（大木Sb式期？）
11. RE2601 6.5mX2.6m 中央1本柱 （大木Sb式期'?)
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9 . 発掘されだ縄文時代のムラ

土裾の登場によって食生活が拡大し、気候も暖ガく

なると、人々は生活に適しだ小高い台地にムラをつく

りはじめます。△ラには数百年ガら長いものでは千年

近くも存続していだと思われるものもあります。これ

らのムラには中央に広場的な空間や墓既をもち、その
かんじょう ばていけい

回りを住居域が取り⑪む瑕状馬蹄形集落と呻ばれる

形態を構成するものガありますガ、これは土地利用上

でなんら力‘のムラのあきて＝共同体規制ガあつだ結果

生まれだものと考えられま可。

栗北地方で縄文時代中期の大規模な集落の様子ガよ
にしだ

くわガる遺跡には、岩手県紫波町の西田遺跡、一戸町
ごしょの さいかいぶち

の御所野遺跡、山形県村山市の西氾渕遺跡などが挙げ

られま可。西田遺跡は東北新幹線工事のだめに調畜さ

れだ遺跡で、発掘の結果、中恥躯から外に放射状に並

んで向ガつだ墓拡群（土i広募）、掘立柱建物跡、住居跡

型•土妬群（貯蔵施設）ガ、四重の同I闘＼円を描く形で

発見されましだ。発掘調査しだ範団ガ細長く、住居域

大館町遺跡全景（西かう）

の全貌はわかりませんガ、内側の掘立柱建物跡の外径

は約60m、墓拡群の外径は40mぐらいになりま可。

御所野遺跡は馬淵川の束側に長く突き出しだ段巨面

に位置可る東西500m、南北120mの大きさの遺跡です。

現在も範囲確認調査ガ継続中で、奈良時代の古墳器

のほか、縄文時代中期後半の竪穴住居跡ガ東西方向に

弧状に約500mの範囲で確認され、さらにその西詞の中

央広場と考えられる平坦面ガらは石を組み合わせだ墓
はいせきいこう

域になると考えられる配石遺構が検出されていま可。

しい数の土拡産・小ピット群、さらにそ

の外側（外径は約90m)には50棟以上の

大木Sb式期をはじめと可る竪穴住居跡ガ

整然と放射状に並んで検出されましだ。

まだ近年調査されだ当市の北部に位置
にしくろいしの

する西黒石野遺跡では、縄文前期未～中

期初頭にガけての小規模なムラが発見さ

れていま可。この△ラは北上川を西に望

む丘陵地の縁辺部に立地可るもので、 10

棟の竪穴住居跡ガ放射状に直径40mの規

模で環状に配置されていましだ。

これらのように、ひとつの遺跡で共有

の広場・墨域・祭場・貯酸区域• そして

住まいの場などガ整然と区画されたまま

発見されだ例は非常に珍しく、貴重な遺

o 1 : 2, 000 so m I跡といえます。

大館町遺跡
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大館町遺跡でも掘立柱建物跡や墓と考えられる土拡

ガ確腿されてはいますガ、まだ散在する程度の数しガ

発見されてあらす、不明となっている集落の中心部の

構造については、遺構のない広場的な空間が存在する

ものなのかもしくは土t広墓や掘立柱建物跡などの葬

送儀礼の場ガ存在するのガ、今後の調査ガ期待されま

す。

入）
土拡群

（貯蔵穴）

住居跡群

紐

墓砿群

R
 

西黒石野遺跡（岩手屎盛岡市）

@ 

西田遺跡（岩手県紫波郡紫波町）
（西田遺跡 1980ガら）

0 1 : 2,000 

個所野遺跡（岩手県二戸郡一戸町） （国野潤蹄発賤閲百概報 1991から）
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40次調査の出土土器
深鉢（ふかばち）

（包含層・大木6式）

（包含麿•大木7a式）

（包含層・大木7a式） （包含層・大木7a式）

（包含層・大木7a式）
CRA2388・大木Sa-2式）

(RA2383・大木Sa-2式）

CRA2379・ 大木Sa-2式）

¥
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小形深鉢 小形深鉢

CRA2374・大木Sb-1式） CRA2374・大木8b-1式） CRA2366・大木8b-2式） CRA2378・ 大木8b-2式） CRA2359・ 大木8b-3式） CRA2364・ 大木8b-3式）

CRA2377・大木Sb-2式）

深鉢

I ,; 

CRA2371・大木Sb-3式）

CRA2355・ 大木Sb-3式）

深鉢 CRA2361・大木Sb-3式）

CRA2364・大木8b-3式）

RA2371竪穴住居跡、出土の土器（大木Bb-3式期）

小形深鉢

CRA2364・大木Sb-3式）

゜
: 6 20cm 
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10. 縄文人の信仰

縄文時代を代表する信仰にガかわる遺物として土偶

を挙げることができます。本遺跡の南郎～南西部こガ

けての緩斜面に形成されだ遺物包含層からは住居区域

に比べてやや多く土偶ガ発見されています。

一般的に土｛局は何らかの儀式に使用されだものと考

えられ、乳房や妊娠状態など女性を表現しだものガ多

く、またほとんどのものは破損しだ状態で発見されて

います。

そのほか、土袈品としては動物形土製品土裾片を

丸く再加工した土製円盤、ペンダント形の装身具、ス
ひしゃく

タンプ状・ボタン状・柄朽状・斧状などを呈しだいろ

いろな形の土製呂も出土しています。

まだ一般の土裾に比べ、小さく作られだミニチュア

土裾もいくつか出土しています。RA2342からは中に赤

色顔料として使吊されだベンガラ（酸化第二鉄）の入

ったミニチュア土丞と、土丞を作る際に粘土に混ぜる

混和材として使用されだと思われる石英質の粉ガ入っ

たミニチュアエ祀ガ検出されています。なお住居跡出

上の土圏こは、隆線のみに朱塗りしだものや内外面に

朱塗りを施しだ特別な土萎も数点出工しています。

石製団では、耳だぶに穴をあけて遅しだイヤリンワ
けつじょう

と考えられる快状目飾、ヒスイ製の未製品、軽石製の
うき

淫子などが出土しています。
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ミニチュア土器

動物形土製品

ベンガラの入つだミニチュア土器

いろいろな土偶 朱塗りの土器
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第40次調査検出遺構一覧

遺構番号 平面形 規 模 主軸方向
主 柱 r'I'—、, 

炉の形態（数）
床の状態

時 期 特 記 事 項（配置•本数） （周溝・貼床等）

RA2313 長方形 4.7m以上X3.9m W21'N 五角形5本柱？ ？ 周溝全周 大木Sa-2式？ RA2322に切られる
RA2322 9 ？ ？ '? 勺） 周溝 大木Sb-1式 RA2313を切る
RA2334 楕円形？ 3 3mx2.5m以上 N36W ？ 石囲炉'7(1) 大木 Sb~3 式 RA2336を切る
RA2335 ？ ？ '? ? 円形石囲炉11) 埋設土恕(1) 大木Sb-3式？
RA2336 楕円形？ 5.0mx3 7m以上 E 3"N 並列 6本柱？ 地床炉(2) 一部周溝 大木Sb-2式？ RA2334に切られる
RA2337 円形？ ？ ？ ? 石囲炉(1) 周溝全周 大木Sb-2式？ RA2385に切られる
RA2338 '? 2 5m以上X33m以上 勺） ? 石囲炉(1) 周溝全周 大木 8b~2 式？ RA2336に切られる
RA2339 円形 3 1mx3.3m E12゚N 亀甲6本柱？ 埋甕炉(1) 大木Sb-2式 RA2336に切られる
RA2340 円形？ 匝径2.6m以上 ? 7 円形石囲炉(1) 一部周溝 仔）

RA2341 '? 巨径42m以上 ? ？ 牙） 大木 Sb~1 式？
RA2342 隅丸方形 4.0mx4 3m E20゚S 長万形4本柱 埋甕炉11) 一部周溝 大木Sa-2式 RA2316を切る
RA2343 不整楕円形？ 3.5mx3.0m以上 '? 序） 方形石囲炉(1) 大木 sa~2 式？ RA2342に切られる
RA2344 楕円形？ 4.3mx3 4m以上 N20゚E 亀甲 6~8 本柱？ 石囲炉(1) 大木8b-2式 RA2345に切られる
RA2345 円形'? 直径2.3m N14゚E 円形6本柱以上？ ? 大木 8b~2 式 RA2344を切る
RA2346 ？ 7 ？ ? 地床炉(1) ？ RA2344・2348に切られる
RA2347 楕円形？ 3.4m以上X30m以上 '? ？ '? 一部周溝 大木 8b~3 式 RA2348を切る
RA2348 楕円形？ 2 6mx3.6m以上 ? ？ 地床炉(1) 一部周溝 大木Sb-1式？ RA2349を切る
RA2349 円形 匝径235m N9゚E 万形4本柱？ ？ 大木Sb-1式？ RA2348に切られる
RA2350 汗） 牙） ? '? 円形石囲炉(1) （壁削平） ? 
RA2351 楕円形？ 4.3m以上X3.4m以上 N1TE 畏方形6本柱？ 地床炉11) 埋設土裾(1) 大木Sb-1式？ RA2344に切られる
RA2352 不整楕円形 3.2m以上X3.5m以上 序） '? 石囲炉11) ? 
RA2353 ？ ? '? ? 行） 大木 Sb-1式 RA2374に切られる
RA2354 ？ 予） ？ ？ 地床炉(11 （壁・床面削平） ？ RA2342を切る
RA2355 円形 固径39~4.3m E39°N 亀甲6本柱 地床炉(1) 大木Sb-3式 RA2356を切る
RA2356 楕円形？ 5 5mx3.5m以上 W38゚N 亀甲6本柱'? 地床炉(1) 大木Sb-3式 RA2355に切られRB2302を切る
RA2357 円形？ 臣径3Om以上 勺） ? 円形石圃煩11、他床照11 （大木 Sb式？） R A2355・2358に切られる
RA2358 楕円形 2 9mx4 5m N7゚W ? 石囲炉(1) 大木8b-3式？ RA2362に切られる
RA2359 不整楕円形 3.4mx5.6m'? N-W? ？ 地床炉11) ？ 大木Sb-3式
RA2360 不整楕円形？ 4.0m以上X3.9m以上 乎） 序） 乃形石囲炉(1) ？ 
RA2361 円形 巨径46m E2゚N 五角形5本柱？ 方形石囲炉(1) 一部周溝 大木Sb-3式 建替え(2期）あり
RA2362 円形 疸径5.3~55m E14°N 五角形7本柱？ 方形石団炉(1) 箇讀1□鴫 大木 Sb~3 式 RA2361に切られる
RA2363 ? ？ 予） ？ ？ （大木Sb式？） RA2362・2361に切られる
RA2364 円形 直径275~3 Om EB゚S 方形4本柱？ 地床炉(1) 周溝全周 大木Sb-3式 RA2369・RB2302を切る
RA2365 楕円形？ 7 3mx2.6m以上 '? ? 仔〉 周溝全周 大木Sb-3式 RA2368を切る
RA2366 ？ ？ N-E'? ? 石囲炉(1) （壁・床面削平） 大木 Sb~2 式
RA2367 '? ？ N-E'? 7 万形石囲炉(11 （壁・床面削平） ? 
RA2368 楕fil形 5 9mx5.2m W26°N 亀甲6本柱 方形石囲炉(1) 倍立埋菌1lー薗司渦 大木Sb-3式 RA2365に切られる
RA2369 汗） ？ ? ？ ？ 大木Sa-2式？ RA2365に切られる
RA2370 ? 7 ? '? ? 芹） ？ RA2369に切られる
RA2371 楕円形 7.65mx6.4m以上 N30゚E 楕円交互8本柱？ 石肋炉(1)、地床炉(1) 一部周溝 大木 Sb~3 式 R A2372・2373を切る
RA2372 隅丸長方形 5 5mx3.5m N14゚E 長乃形6本柱 地床炉(11 大木 Sa-2式 RA2371に切られる
RA2373 円～楕円形？ ？ '? ？ ？ ? ？ RA2371に切られる
RA2374 円形 直径60-6.2m N6゚E 楕円形交互8本柱？ 円形石祠屈11、期床炉111 周溝ほぼ全周 大木Sb-1式 建替え(2期）あり
RA2375 牙） '? N-E? 亨》 円形石囲炉(11 （壁削平） ？ 
RA2375 ？ ？ N-E'? ? 方形石罪炉(1) （壁・床面削平） 大木Sb-3式？
RA2377 楕円形 6.5m以上X60m以上 N2TE 長方形6本柱？ 埋甕炉111、地床炉111 大木 Sb~2 式 RA2378に切られる
RA2378 楕円形 4 Om以上X1.4m以上 N24゚E7 ？ ？ 大木Sb-2式 RA2380を切る
RA2379 円形 直径4.3~47m E14゚S 亀甲6本柱 埋甕炉11) 大木Sa-2式 RA2374に切られる
RA2380 隅丸長方形 7.5mx3 2m以上 N29゚E 長方形6本柱？ ？ 周溝全周 大木Sa-2式 RA2378に切られる
RA2381 隅丸長方形 6.5mx4 3m N29'E 7 円形石囲炉11) 周溝はぼ全周 大木 sa~1 式？ RA2380に切られる
RA2382 ？ ？ E-N'? 芹） 方形石牲炉11) （壁・床面削平） 大木Sa-2式？
RA2383 円～楕円形'? 2 6m以上X30m以上 牙） '? '? 周溝(2期自） 大木 sa~2 式？ 建替え(2期）あり
RA2384 ？ ? N-E'? ？ 石囲炉(1) （壁・床面削平） （大木Sb式?) RA2386を切る
RA2385 円形？ 直径35m'? N13゚E '? 地床炉(1) （壁床面削平） '? 
RA2386 ？ 匝径5.3m以上 N-E'? ? ？ ？ （大木Sb式？） RA2384に切られる
RA2387 楕円形 3 9m以上X385m W40゚N 亀甲6本柱？ 埋甕炉11)、地床炉11) 髄 11ー艘講 大木8a-2式 RA2388に切られる
RA2388 楕円形 4 Sm以上X3.5m以上 W1町N 楕円交互 6本柱？ :t圏埋設石囲炉(1) 一部周溝 大木 sa~2 式 RA2387を切る
RE2302 隅丸長方形 3.75mx2.0m ES"N 小柱穴1口 用底状 （大木 7b式？） RA2387・2388に切られる

遺構番号 平面形 規 模 主軸万同 断 面 時 期 特 記 事 項

RB2301 長方形 2闘X1閻C73mx4.2ml W18゚N 柱痕跡あり 大木Sa式？ RA2362に切られる
RB2302 畏方形 2周X1問(47mX2 3ml W20゚N 柱喪跡あり 大木Sa式？

遺構番号 平面形 規 模 主軸方向 断面形状 底の状態 時 期 特 記 事 原

RD2314 楕円形 0.95mx11m ビーカー形 ? RA2339に切られる
RD2315 長方形 上端055X0.75m、下鎧125X1.3m フラスコ形 ？ 
RD2316 円形 上端15m、下端145m フラスコ形 ？ RA2342に切られる
RD2317 楕円形？ 1 4mx0.9m以上 ビーカー形？ 大木Sa-1式？ R A 2344・2345に切られる
RD2318 楕円形 上端0.95-115m、下端O9-11m フラスコ形 ？ RD2320を切る
RD2319 円形 上端o85~0 9m、下端085~1 Om フラスコ形 序） RD2320を切る
RD2320 円形 上端1.25m、下端1.05~1 45m フラスコ形 仔） RD2318・2319に切られる
RD2321 円形 直径o75~0 85m ビーカー形 亨〉 RA2349に切られる
RD2322 円形 上端10~1.15m、下端1 35~1 55m フラスコ形 ？ RA 2348・2349に切られる
RD2323 円形 上端O9-1.0m、下端1.3-15m フラスコ形 底面に焼土塊 '? 
RD2324 楕円形 上端085X0 65m ビーカー形 7 RA2361に切られる
RD2325 隅丸長方形 上端19X1 Om N30W ？ 
RD2326 楕円形 J::端11-13m、下端1.1-14m フラスコ形 7 RA2368に切られる
RD2327 万形 上端1.25X11m N16W ? 
RD2328 円形 上端185m、下端1.4-1.55m フラスコ形 ？ RA2381に切られる
R02329 畏楕円形 上端長さ2.85m、幅O15~0.2m N32゚ビ ？ Tピット
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